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～自助、共助、公助～

初めに

最近、菅前首相の評価が上がっていると思われます。ワクチン接種の際に見せた決断やリー
ダーシップが改めて評価されているほか、昨年度から始まった不妊治療への保険適用も好評で、
ネット上には感謝の声があふれています。このように、菅氏が評価されることは、氏を一貫し
て支持してきた当レポートとしても喜ばしいことです。そこで今回は菅氏の政策についてお話
しします。

自助、共助、公助

自助、共助、公助は政策ではありませんが、菅氏がよく使う言葉で防災のための心配りを説
いたものです。自分はこの言葉を、まずやってみて、だめなら周りに助けてもらってそれでも
だめなら政府に助けてもらうと解釈していますが、実際、第2次安倍政権で菅氏が推進したと
言われる施策には自助努力を促すものがいくつもあります。ふるさと納税がそうです。当初自
分は税収をゆがめるものでよい施策ではないと思いましたが、後になってこれが地方の特産物
開発のためであり、地方に活力を与えるものと気付きました。同様のことは観光立国（インバ
ウンド）にも当てはまります。外国人観光客を呼び込むだけでなく各都道府県の特産物を世界
に売り込むことにより経済や株式市場に活力を与えました。自分が在住している埼玉県でも、
当時の上田知事が東南アジアを訪問して埼玉の特産物を売り込んでいる映像を覚えています。
岸田首相はバラマキ的な施策を好むようです。給付金やガソリン補助金がそうです。もちろん
困っている人のために給付金を出すことも必要です。ただそればかりだと給付金を受け取る人
も将来の展望は開けず、財政の悪化が続くことにもなりかねません。これに対して、先に紹介
した菅氏の施策はいずれもうなずけるものだと思います。

見えてきた首相復帰の可能性

当レポートでは今年の10大びっくり予想の筆頭に岸田氏の早期退陣と菅氏の首相復帰をあげ
ていますが、可能性が見えてきたと考えています。


